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計画の策定にあたり、市民の目から見た桜川市の環境が抱える問題点・課題を見出し、

環境基本計画に市民等の要望をできるだけ反映することで、市民がより身近に感じ、実行

できる計画にするために、アンケートを用いた環境意識調査を実施しました。 

  この章では、アンケート調査の結果を計画に反映する上で重要になる結果について抜粋

しました。なお、アンケート調査のすべての結果は桜川市のホームページをご覧下さい。  

 

第１節 市民の目 

 ◎対象者：市内に居住する２０歳以上の男女１,５００人 

 ◎回収率：３６.８％ 

 

１ 環境・環境問題への関心 

〈深刻だと思う環境問題〉 

｢地球温暖化｣や｢オゾン層の破壊｣など、地球規模 

の問題から、｢不法投棄｣、｢ごみの処理やリサイ 

クル｣など身近な環境問題に注目しています。  

     

 

 

 

 

〈地球温暖化の影響による不安〉 

地球温暖化による影響については、｢異常気象

による干ばつや大洪水などの災害発生｣、｢気

候の変化による農業、漁業への影響｣などを危

惧しています。 

 

   

〈地球温暖化に関する用語の認知度〉 

｢エコドライブ｣や｢クールビズ、ウォーム 

ビズ｣などメディアによる宣伝が多いもの 

は認知度が高く、「グリーン購入」や「低 

炭素社会」についてはあまり知られてい 

ませんでした。 

 

第２章 市民の目 －市民・事業者の環境意識－ 

とても関心が

ある

40%
やや関心が

ある

51%

関心は

ない

2%

無回答

7%

〈環境問題への関心度〉 

すごく進んで

いると思う

49%
ある程度進ん

でいると思う

42%

進んでいると

思わない

3%

分からない

4%
無回答

2%

〈地球温暖化の進行具合〉  市民の  
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〈環境問題並びに環境を取り巻く社会情勢に対する考え方〉 

将来の環境が心配であり、次世代のために私たちが環境保全に努めるべきという意識 

は高いですが、環境保全のための費用負担や不便な生活には賛成意見は少ないです。 

 

２ 市の環境の現状評価と課題、展望 

 

 

多くの回答が寄せられ、山や田園風景、緑といった桜川市の豊かな自然や 

その自然と相まってより趣深くなる歴史的建造物が市の誇りであり、残し 

ていきたい環境であることが伝わってきました。 

 

～ベスト３～ 

第１位 富谷山 

     ・富谷山からの眺めが美しい        ・きれいに整備されている 

     ・富谷観音の八重桜や花々が美しい   ・自然のままで残したい 

     ・富谷山から見える富士山が美しい 

     

第２位 雨引観音 

     ・山との調和がすばらしい    ・雨引の四季、特に紫陽花がきれい 

     ・周辺の景色が素晴らしい    ・雨引観音からの眺めが美しい 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３位 筑波山 

     ・新緑・山桜・紅葉の季節は、その美しさに感動する 

     ・筑波山を眺める暮らしが素晴らしい  ・開発より自然を残すべき 

 ・筑波山に連なる山並みが美しい     ・里山の風景をそのまま残したい 

 

〈市の環境の誇れるところ・保全したいところ〉 

市民の  

（’09 りんりんロードフォトコンテストより） 紫陽花と雨引観音 
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〈市全体の環境の現状評価〉 

・現在の状況に満足度が高い環境要素 

「星空の美しさ（57.0％）」、「自然景観、田園風景の美しさ（53.1％）」 

「空気のきれいさ（52.7％）」 

・現在の状況に不満度が高い環境要素 

「水や水辺とのふれあいの場（40.4％）」 

・現在と過去（10～20 年前・20～30 年前・30～40 年前・40～50 年前）では、過去と

比較して、現在の満足度が上回っている環境要素 

「災害、水害からの安全性（43.1％）」、「環境保全に対する市民意識の高さ（19.7％）」 

   ・現在の環境に対する満足度は、過去に比べ全体的に低い評価でした。 

 

  〈地域の身近な環境の現状評価〉 

・満足度が高い環境要素 

「自然の眺めが美しい（62.5％）」、「親しめるみどりが多くある（55.9％）」 

・不満度が高い環境要素 

「子どもや高齢者、障害者が安心して道路を歩ける（49.5％）」 

「ゴミの不法投棄がない（46.9％）」 

「家庭からの生活排水による河川や水路、ため池の水の汚れがない（39.8％）」 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

３ 環境保全への参加意識 

〈環境問題への取り組みの実施状況〉 

・特に積極的に行われている取り組み 

「可燃ゴミと資源物（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、牛乳ﾊﾟｯｸ）を分別して出している（69.9％）」 

「調理くずや残り油を排水口から流さないようにしている（67.8％）」 

「公園や観光地などではゴミを持ち帰るようにしている（64.5％）」 

55.6

47.8

41.7

39.3

33.9

24.5

18.5

16.7

8.3

1.3

0 20 40 60

豊かな緑や水辺に囲まれたまち

ゴミの散乱や不法投棄がないきれいなまち

豊かな自然景観のあるまち

リサイクルが進み、ゴミの少ないまち

市民、事業者、行政が協力して環境保全を進めるまち

歴史的・文化的建造物を保存し引き継ぐまち

太陽光・風力発電など自然エネルギーのあるまち

多くの人が観光に訪れるまち

多くの野生生物が身近にすむまち

その他

（％）

〈市の環境の将来像〉 

（３つまで回答） 

市民の  
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   ・情報の提供や環境に対する意識の向上などにより今後期待できる取り組み 

「車の購入にあたっては、ハイブリッドカーなど環境にやさしい車の選択」 

「環境保全に関する講演会や学習会への参加」 

「植樹、育樹など、環境保全のためのボランティア活動への参加」 

   

〈環境を改善するために必要な情報〉 

・情報提供により意欲的な取組又は意識の向上が期待できる情報 

「ゴミの分別・収集・リサイクルなどの情報」 

「家庭でできる省資源・省エネ対策の情報」 

「環境にやさしい生活や暮らしの知恵情報」 

・情報の内容次第で前向きな取組又は意識の向上が期待できる情報 

   「講習会や自然観察会の開催などの情報」 

   「地球規模の環境問題の現状と対策・取組の情報」 

    「市域の自然環境・地域資源に係る情報」 

    

〈環境保全のための市民の役割〉 

・「市民一人ひとりもできることから暮らしを変える取組を進めるべき」と考えてい

る一方で、行政や事業所に先駆的な行動を望んでいる市民も多いです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.0 

37.0 

36.4

33.3

33.2

23.4

15.2

13.0 

10.1

9.2

6.7

5.8

1.3

0 20 40 60

ゴミの散乱・不法投棄対策

下水道の整備や合併処理浄化槽の普及

ゴミの減量化・リサイクルの推進

里山、水辺等の豊かな自然環境の再生や保全

大気汚染や水質汚濁などの公害防止の対策

省エネルギー対策や新エネルギー導入に対する支援システムの構築

公園の整備や歴史文化的遺産の保全

環境教育・環境学習の充実

環境に配慮した企業経営の奨励

環境情報の提供

自動車による環境負荷の軽減

貴重な動植物の生息地の保全

その他

（％）

〈行政への要望〉 

（３つまで回答） 

市民の  
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第２節 子供たちの目 

◎対象者：市内の中学校に通う２年生４５２人 

 ◎回収率：９７.１％ 

 

１ 環境・環境問題への関心 

〈気になる環境問題〉 

「地球温暖化」、「身近な水質汚濁」、「大気汚染」、 

「ポイ捨てなどごみの散乱」に注目しています。 

  

〈環境問題に関する情報の入手先〉 

 生活に密着しているテレビの次に多い情報の入手 

先は学校で、今後の環境教育の場として有効であ 

ることが伺えました。 

 

 

〈環境問題並びに環境を取り巻く社会情勢に対する考え方〉 

  ・将来の自然環境が心配であり、次世代のために自分たちが環境を守っていくべき 

という意識が高く、併せて経済の発展や生活環境の向上を望んでいます。 

      ・環境保全活動への参加意欲は少なく、子供たちのための環境保全活動の内容や参 

加スタイルの検討が必要です。 

 

２ 市の環境の現状評価と課題、展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈環境問題への関心度〉 

とても関心

が ある

10%

やや関心が

ある

80%

関心は

ない

9%

無回答

1%

〈地域の環境の現状評価〉  

80.4 

77.0 

75.9 

67.0 

59.9 

44.0 

39.9 

35.3 

15.9 

7.3 

10.0 

7.7 

9.8 

13.9 

14.4 

30.3 

30.8 

44.9 

65.6 

80.6 

9.6 

15.0 

14.1 

18.9 

25.3 

25.7 

28.9 

19.8 

18.0 

12.1 

0.3 

0.2 

0.2 

0.4 

0.4 

0.5 

0 20 40 60 80 100 

木々の緑が多い

神社やお寺、昔のまちなみなどが残っている

夜空の星がきれい

いろいろな生きものや草花がたくさんある

自然の景観、田園風景が美しい

外の空気がきれい・いやなにおいがしない

楽しく遊べる自然の場所がある

工場や自動車からの騒音がなく静か

川や池の水がきれい

川や道路、山などにごみが捨てられていない

そう思う そう思わない よく分からない 無回答

（％）

子供たちの 

子供たちの 
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～ベスト３～ 

第１位 磯部桜川公園        第２位  富谷山 

 ・春の桜など景色がとてもきれい   ・山頂からの景色がきれい 

 ・緑が豊かで落ち着く        ・緑など多くの自然が残っている 

 ・皆が楽しく遊べる         ・空気がきれい 

 

第３位 つくばりんりんロード 

                                    ・景色が良く、静かなのでサイクリング 

をゆっくり楽しめる 

・りんりんロードを利用することで遠く 

にも行け、地域の人とふれ合える 

・空気がきれい   

 

川や古い町並み、田園風景など、桜川市の 

特徴的な風景も人気があり、その理由につ 

いては、自然の美しさや、その美しさに心 

が癒される様子が綴られており、子供たち 

にとってふるさとの原風景として心に刻ま 

れていくものになると思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

〈市の環境の好きなところ〉

〈市の環境の将来像〉

（’09 桜川市のサクラ写真コンテストより）

磯部桜川公園 

に残していくまち 

52.8 

44.0 

41.2 

36.4 

33.5 

26.4 

21.6 

21.4 

16.6 

3.2 

0 20 40 60

森や林の緑があふれるまち

魚釣りや水遊びができるきれいな水辺のあるまち

道路や川にゴミが落ちていないきれいなまち

昔からの行事や祭りを引きついでいくまち

山や川、田んぼなどの自然な景色が美しいまち

多くの人が観光におとづれるまち

神社や寺、遺跡などの歴史的・文化的な建物を大切

大人も子供もみんなで環境をよくするまち

野鳥や昆虫などが身近にいるまち

その他

（％）

子供たちの  

子供たちの 



 

46 

３ 環境保全への参加意識 

〈環境に関する活動・学習会への参加状況及び参加意欲〉   

   ・参加率が高いもの 

「地域などでのリサイクル活動」、「キャンプなどをとおした自然体験教室」 

・様々な分野に興味を持つ年代であり、環境学習会等への参加には消極的であり、最

も注目している環境問題としてあげられた「地球温暖化」に関しても、半数近くが

学習会への参加意欲を示していませんでした。 

      ・多くの参加者が期待できる活動は、「星座や星の 

観察会」であり、地域の環境の現状評価において 

「夜空の星がきれい」の満足度が高かったことか 

ら、星座や星の観察をとおして幅広い環境教育が 

見込まれます。 

 

〈環境問題への取組（行動）の実施状況〉 

・節電や節水など、節約行動が身についています。 

・ごみの分別やマイバッグの持参については、家庭や学校をはじめあらゆる主体に

より促進されていることが伺えます。 

・大量生産により安価で手に入る理由からか、物を大切にする習慣が少ないようで

す。 

 

第３節 事業者の目 

◎対象者：市内の事業所５００事業所 

◎回収率：３３.４％ 

   

・従業員数 10 人以下の事業所が 74％ であり、 

ISO14001 等環境 ISO の取得や環境関連の担 

当者や担当部署の設置は難しい状況である 

ことが伺えました。 

  

 

１ 環境問題への関心 

〈環境保全に対する考え方〉 

・90％近くの事業者が、次世代のために環境保全に努めるべきであるという意識を

持っており、積極性は低いものの、「環境保全のために労力の人的・金銭的負担は

惜しまない」と回答しています。 

・環境税等の新税については、半数以上の事業所が反対意見でした。 

建設業

19%

製造業

10%

運輸・

通信業

4%

電気・

ガス・

熱供給・

水道業

2%

石材業

18%

卸売業

4%

小売業

11%

サービス

業

19%

その他

13%

〈回収された事業所の業種内訳〉
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〈事業所に係わる環境に関する法律、制度の認知度〉 

    ・廃棄物やリサイクルに関する法律は認知度が高いですが、エコ・ショップ制度や

エコアクション 21（中小企業向けの環境マネジメントシステム）などの環境に配

慮した取り組みに関わる制度などについては認知度が低いです。 

 

２ 環境の現状評価と課題 

〈自社の事業活動による環境負荷の種類〉 

・事業活動による環境負荷の度合が比較的高いと回答した建設業、石材業は全体の 

37％を占めており、「自動車や機械などの運転による排ガス」や「騒音・振動」、「産

業廃棄物」などが環境負荷の要因にあげられました。 

 

〈環境保全の取り組みをするうえでの支障〉               

・予算的に困難であるという理由が最も多かったです。 

・「支障はない」、「情報がない」などの意見もあり、取り組みやすい情報の提供又は 

技術支援などにより取り組みが期待できると思われます。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

〈環境保全に取り組むために必要な情報〉 

  ・環境保全に向けた対策や情報について、事業上の必要性や情報量の違いはあるも 

のの、全体的に情報提供を強く進めていく状況であることが分かりました。 

・「必要」、「あればうれしい」との回答を併せて特に必要とされる情報。 

「地球温暖化防止（ＣＯ２削減など）に向けた具体的対策」 

「廃棄物の適正処理」 

「廃棄物の発生制御・減量対策やリサイクル情報」 

     「環境教育・環境学習会の情報」 

「環境マネジメントシステムの情報」 

  

49.7 

46.1 

40.7 

33.5 

31.7 

27.5 

3.0 

0 20 40 60

税制上の優遇措置

環境保全施策の具体的な事業の実施

補助金の交付

技術や製品に関する情報の提供

技術的な指導や講習会の実施、斡施

条例による規制

その他

（％）

〈環境保全に向けた行政への要望〉 

（３つまで回答） 

事業者の 



３ 環境保全への参加意識 
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取り組んで

いる

42%

これから

取り組む

予定

14%

取り組んで

いない

31%

分から

ない

11%

無回答

事業者の 
〈環境問題への取り組みの有無とその動機〉 

2%

・環境問題へ取り組んでいるまたは取り組む 

動機は、「事業所として社会的責任を果た 

すため」との回答が最も多く、環境保全に 

対する意識が高いことが分かりました。 

 

 

 

 

〈環境問題への取り組みの実施状況〉 

・実施率が高い取り組み 

    「照明や冷暖房、ＯＡ機器などの節電（73.1％）」 

「廃棄物等の適正分別及び適正処理（68.9％）」 

「事務所で使用する水道水や地下水の節約（節水）（59.9％）」 

   「産業廃棄物の減量化（発生抑制、リサイクル）（56.3％）」 

    「製品または包装の回収リサイクル（家電、空き缶、空きビン、トレイなど）（52.7％）」 

・今後実施が期待できる取り組み（今後はしてみたいとの回答が多かった項目） 

「省エネ機器の導入（53.3％）」 

「エコマーク商品など、環境に配慮した物品の購入（50.3％）」 

   「従業員等に対する環境教育（47.3％）」 

「地域環境保全活動への支援・参加（清掃・ 

緑化・リサイクル等）（44.9％）」 

「環境負荷の小さい製品の開発、販売または 

使用（46.7％）」 

 

 

〈環境施策の実現のための行政への協力の度合〉 

・「出来ることは協力しても良い」という回答が最も多く、無理のない範囲で行政へ

の協力が期待できると思われます。 
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章 

～エコドライブについて～ 

   市民の環境意識調査の中で、地球温暖化に関する用語の認知度が最も高かったものがエコドライブでしたが、エ 

 コドライブを実践している方が少ないことや自家用車の利用が多い状況であることが分かりました。 

   エコドライブとは、環境負荷の軽減に配慮した自動車の使用のことで、エコドライブを実践することで、自動車

の排出ガスの削減や地球温暖化の原因とされている二酸化炭素の排出も抑制することができます。 

 

『エコドライブ１０のすすめ』

   ふんわりアクセル『ｅスタート』      

 

普通の発進より少し緩やかに発進する(最初の５秒で時速   

２０kmが目安です)だけで１１％程度燃費が改善します。やさ

しいアクセル操作は安全運転にもつながります。         

 現在販売されているガソリン乗用車においては暖気不要です。 

   

                 

寒冷地など特別な状況を除き､走りながら暖めるウォームア

ップ走行で充分です｡暖気することにより走行時の燃費は改

善しますが､５分間暖気すると１６０cc 程度の燃料を浪費し

ますので､全体の燃料消費量は増加します。 

時間に余裕を持って､ゆったりした気分で運転しましょう。    

     加減速の少ない運転                     

 

車間距離に余裕をもつことが大切です｡車間距離を詰めたり､   

速度にムラのある走り方をすると､加減速の機会も多くなり､

その分市街地で２％程度､郊外で６％程度燃費が悪化します。

また､同じ速度であれば､高めのギアで走行する方が燃費がよ

くなります。交通の状況に応じ､できるだけ速度変化の少ない

安全な運転をしましょう。 

   早めのアクセルオフ 

 

エンジンブレーキを使うと､燃料の供給が停止される（燃料カ

ット）ので､２％程度燃費が改善されます｡停止位置が分かっ

たら､早めにアクセルから足を離して､エンジンブレーキで減

速しましょう。また,減速したり､坂道を下る時にはエンジン

ブレーキを活用しましょう。 

エアコンの使用を控えめに 

 

気象条件に応じて､こまめに温度・風量の調整を行いましょう｡

特に夏場に設定温度を下げすぎないことがポイントです｡外

気温２５℃の時に､エアコンを使用すると､１２％程度燃費が

悪化します｡ 

アイドリングストップ 

 

１０分間のアイドリング（ニュートラルレンジ､エアコンOFF 

の場合)で､１３０cc 程度の燃料を浪費します｡待ち合わせ荷

物の積み下ろしのための駐停車の際にはアイドリングを止め

ましょう｡ 

      

暖気運転は適切に 

 

道路交通情報の活用 

 

１時間のドライブで、道に迷って１０分余計に走行すると、 

１４％程度の燃費悪化に相当します｡地図やカーナビ等を利

用して､行き先及び走行ルートをあらかじめ計画・準備しまし

ょう。また､道路交通情報をチェックして渋滞を避ければ燃料

と時間の節約になります。カーナビやカーラジオ等で道路交

通情報をチェックして活用しましょう。 

タイヤの空気圧をこまめにチェック 

 

タイヤの空気圧が適正値より５０kPa(０.５kg/cm2)不足した

場合､市街地で２％程度､郊外で４％程度､それぞれ燃費が悪

化します｡また､安全運転のためにも定期的な点検は必要です。 

   不要な荷物は積まずに走行 

 

１００kg の不要な荷物を載せて走ると､３％程度燃費が悪化

します｡車の燃費は荷物の重さに敏感です｡運ぶ必要のない荷

物は､車から下ろしましょう｡ 

駐車場所に注意 

 

交通の妨げになる場所での駐車は交通渋滞をもたらし余分な

排出ガスを出させる原因となります｡平均車速が時速４０km

から時速２０km に落ちると､３１％程度の燃費悪化に相当す

ると言われています｡ 

 

 

 

１１   やさしい発進を心がけましょう  ６６   エンジンをかけたらすぐ出発しましょう 

２２   車間距離は余裕を持って、交通状況に応じた 

７７   出かける前に計画・準備をして、渋滞や道路 安全な定速走行に努めましょう 

タイヤの空気圧を適正に保つなど、確実な点検・

障害等の情報をチェックしましょう 

３３   エンジンブレーキを積極的に使いましょう 

４４   車内を冷やし過ぎないようにしましょう 

５５   無用なアイドリングをやめましょう 

８８  
整備を実施しましょう 

９９  

1100   渋滞などをまねくことから,違法駐車は 
やめましょう 

不要な荷物は積まないようにしましょう 

出典：エコドライブ普及連絡会（警察庁、経済産業省、国土交通省、環境省） 


